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第87回関西学生サッカーリーグ
2009年6月20日（土）・21日（日） 第9節

（写真：大産大・橘章斗 選手）

関西選手権の中断明けで迎えた第8節。全国切符を手にした中で唯一 快勝した同大がついに首位に躍り出た。

今節、その同大は４位ながらも勝点２差で追う選手権王者・関西大との対戦と目が離せない対戦が続く・・・。

前期残り３試合。勢いに乗るのはどのチームか！？

■6月20日（土）＠大阪長居第2陸上競技場 ≪第1試合≫11：30 Kick off 大院大－立命大
前節は悔しい逆転負けを喫した大院大。主将・加藤健太は「やはり失点しないことで、攻撃陣のゴールにもつながる」と守備の重要性
を語る。対する立命大、福本尚純主将は「選手権で負けた後、残りのリーグ戦は全部勝とうと頑張ってきた。凹んでる場合じゃない」
と前を見据えて戦い続ける。第８節は公言通りだったが今節は!?
≪第2試合≫14：00 Kick off 桃山大－大体大
前節、戦略がハマり関西大相手に大勝した桃山大・松本直也監督は「新しい選手が入って勝てたのは大きい。次に向けて、チームとし
て自信を持てた」と充実の表情。一方、逆転しながらも最後に追いつかれてしまった大体大。「関西選手権の負けからチームは変わっ
た。しかし、良い流れで決めきれないところが課題」と村田和哉は振り返る。最後まで集中して無失点といきたい。
■6月21日（日）＠大阪長居第2陸上競技場≪第1試合≫11：30 Kick off びわこ大－京産大
「まだまだ勝負弱い」とは、びわこ大・ゲームキャプテンの小池遼。しかし、様々な選手を試しながらも、パスが回せるように土台は
出来つつある。一方、悪い流れを断ち切りたい京産大・古井裕之監督は「最下位に転落した現状を、選手がどう受け止めるかが大事」
と語る。トンネルから抜け出すことができるか。
≪第2試合≫14：00 Kick off 阪南大－関学大
今一つ結果が出ない阪南大。「精神的な部分で弱く、同志社戦は崩れてしまった。気持ちを高めていけば、残り３試合勝てます」と主
将・東浩史。木原正和が全日本選抜で抜ける可能性を考えると、前線に不安は残るが是が非でも勝点が必要だ。対するのは前節、引き
分けに持ち込んだ関学大。「みんながリーダーの気持ちを持っていて、特に前節では２回生が引っ張ってくれた」と長井健輔。終盤に
見せた怒涛の追い上げなどチーム力は高まりつつある。
■6月21日（日）＠三木総合防災公園陸上競技場≪第1試合≫11：30 Kick off 大教大－大産大
ようやく連敗を脱出した大教大だが、「ミスが多い」と、大久保悟主将は課題を口にした。教育実習でベストメンバーが組めない分
「下からの押し上げがないと」と大久保。前節２点に絡む活躍を見せた藤原篤史に続く新たな選手の活躍に期待。一方、絶対的エース
の橘章斗を累積警告で欠き、戦力ダウンは否めない大産大。しかし、チームとしての結束力は高まっている。粘り強いサッカーでタイ
プの似ている大教大相手に「がちがちになると思う」と主将・西之宮慎司は予想。果たして４連勝なるか!?
≪第2試合≫14：00 Kick off 関西大－同 大
関西選手権優勝後にまさかの大敗を喫した関西大・清水孝太主将は「もう一度ゼロからのスタート。これから自分たちがどう変わるか
が大事」と切り替えを強調。対するのは首位同大。牽引する角島康介は「全国を決めて波に乗っているので、この勢いを保つことが大
事。また、暑さになれるよう運動量を増やすよう気をつけている」と、夏の総理大臣杯を想定。全国まで首位で突き進みたい。

Photo: フリーライター 久住 真穂

第8節 大院大-大産大 より



びわこ大 関学大
1 - 1

■6月14日（日）11：30 kick off

＠三木総合防災公園陸上競技場

◆得点◆

びわこ 34分 13 平野 甲斐(9 瀬古 朋広)

関学大 87分 9 村井 匠(32 松永 拓也)

びわこ大は前節関西大に完封負けを喫し、上位へ残るためにも連敗は避けたいとこ

ろ。関学大は好調を維持し、首位で迎える。

この日、守備の要・④志田野雄一朗を体調不良で欠く関学大は、守備への意識を徹

底。両ＳＢも守備重視で、びわこ大の攻撃陣を機能させなかった。攻撃面では、左ワ

イドに開いた⑱梶川諒太を基点に、ドリブル突破などチャンスを演出。だが、全日本

大学選抜にも選ばれたびわこ大・⑤内野貴志をはじめとするびわこ大のＤＦラインが

シュートを許さない。一方のびわこ大は関学大の戦術にはまり、なかなか思うように

仕掛けられない。こう着状態のびわこ大にベンチが動いた。前半30分には教育実習で

練習に参加出来ていなかったＭＦ⑬平野甲斐を投入すると、その采配が的中。投入直

後、平野がセットプレーからヘディングで先制ゴールを決めると、関学大ペースで運

んでいた試合の流れを変えた。後半は平野が入ったことにより、びわこ大は前線でた

めを作れるようになるが、関学大も決死の守備で追加点を奪うことができない。この

ままびわこ大が逃げ切るかに思えた87分。「志田野がいない分、前線からも引っ張ら

ないと」と気迫あるプレーを見せていた関学大のエースＦＷ⑨村井匠が、ＦＷ 32 松

永拓也のラストパスを逃さずびわこ大ゴールへシュートを打ち込み最後の最後で関学

大が引き分けに持ち込んだ。 （文：フリーライター 久住真穂）

第87回関西学生サッカーリーグ
2009年6月13日(土)・14日（日） 第8節 GAME RESULT

関西選手権を２位で終え、４年ぶり２回目の総理大臣杯出場への切符を掴んだ大院大。片や
「僕らにとって関西選手権はチャレンジ。リーグ戦に賭けています！」(主将・西之宮慎司)と
いう大産大。リーグ５連敗のあと、２連勝中と好調をキープしている。
先制点を挙げたのは、大院大・ＤＦ④吉井直人。ＦＫの混戦からゴールへ地を這うシュート

が決まり、１－０。だが喜びもつかの間、その３分後には後ろからの浮かせたパスに反応した

大産大・ＭＦ⑩橘章斗が華麗なボレーシュートを決め、観衆を驚かせた。その後は中盤でボー

ルの取り合いとなり、両者決定機を生み出すことが出来ないまま１－１で前半を折り返す。後

半は大産大ペースで試合を運ぶ。またしても橘の強烈なシュートをＧＫ①古矢光宏がスーパー

セーブで阻むも、83分に大産大・ＦＷ⑨西之宮がＧＫのこぼれ球に合わせた意地のゴールで逆

転。後がない大院大はロスタイムに猛攻をかけるものの、大産大が決死の守備で２－１と逆転

勝利を収めた。大院大の主将・ＭＦ⑦加藤健太は「関西選手権の疲れと言ったら、言い訳にな

る。リーグは混戦でどこもチーム力の差はあまりないと思うが、気持ちやセカンドボールを拾

にいくことなど、地味なプレーに差が出てくる。」と敗戦を振り返った。一方、「累積警告で

次に出場できない分、絶対勝とう！と試合中も心の中でつぶやいていました。」と大産大・橘。

最後まであきらめなかった大産大の粘り勝ちとなった。 （文：フリーライター 久住真穂）

関西選手権を挟んで３連敗中の大教大。一方の大体大は前節立命大戦を激しい点の取り合いで

制しており、２連勝といきたいところ。

前半は大体大の怪我から復帰したＭＦ⑧村田和哉、ＤＦ⑤藤春廣輝の両サイドから攻勢をかけ

る。大教大の守備陣もそれに引き付けられ、中盤の選手の２列目からの飛び出しに苦しめられる。

しかし、先制点を挙げたのは今期初先発となった大教大・ＦＷ⑲藤原篤史。鳥尾のロングフィー

ドを受けドリブルでペナルティエリアに侵入し、相手ＤＦを交わし深く切り込んで角度のないと

ころからシュート。前半終了間際の良い時間帯に先制点を挙げ、ワンチャンスをものにした。前

半優位に立っていた大体大は、後半の立ち上がりに集中し、４分にはＣＫのこぼれ球をＭＦ⑭相

川茂樹が押し込み、同点に追いつく。さらに10分後には、ＭＦ⑳松澤憲伸のシュートをＧＫがは

じいたところを、詰めていたＤＦ⑰梶本秀樹が決める。逆転された大教大はエース・ＦＷ⑨森

原慎之佑を投入すると、前線での早いプレスなどで流れを変えた。その効果が現れたのが84分。

ＧＫのこぼれ球に合わせたＭＦ⑯田中俊一が同点弾を決め引き分けに持ち込み、勝ち点１を分け

合った。

試合後、大体大・村田は「勝てる試合を逃した」と肩を落とした。一方、久々 の勝ち点を手に

した大教大の藤原は「Ｉリーグから支えてくれた３人の先輩のおかげです。」と恩人へゴールを

捧げた。 （文：フリーライター 久住真穂）

大阪教育大学 ｖｓ 大阪体育大学

大院大 大産大
1 - 2

■6月13日（土）14：00 kick off

＠洛西浄化センター公園（アクアパルコ洛西）

芝生球技場

◆得点◆

大院大 6分 4 吉井 直人

大産大 9分 10 橘 章斗(15 藤井 大貴)

大産大 83分 9 西之宮 慎司

大教大 大体大
2 - 2

■6月13日（土）11：30 kick off

＠洛西浄化センター公園（アクアパルコ洛西）
芝生球技場

◆得点◆

大教大 43分 19 藤原 篤史(8 鳥尾 広輔)

大体大 49分 14 相川 茂樹(4 中田 臣士朗)

大体大 59分 17 梶本 秀樹(20 松澤 憲伸)

大教大 84分 16 田中 俊一(8 鳥尾 広輔)

大阪学院大学 ｖｓ 大阪産業大学

びわこ成蹊スポーツ大学 ｖｓ 関西学院大学



関西大 桃山大
1 - 4

■6月14日（日）14：00 kick off

＠西京極総合運動公園補助競技場

◆得点◆

桃山大 4分 6 岡田 翔太郎

桃山大 27分 30 中嶋 亮(2 中山 修志)

桃山大 62分 18 須ノ又 諭

関西大 64分 17 金園 英学

桃山大 82分 22 葛城 遼(18 須ノ又 諭)

１週間前、関西選手権を制した関西大。追われる存在となった王者のリーグ再開

初戦は、意外な結果となった。桃山大・松本直也監督が「相手にボールを回されても、

ブロックを作って守れば大丈夫。少ないタッチでＤＦラインの裏を突いて攻めよう」

と秘策を授けて選手を送り出すと、まずは４分、桃山大・ＭＦ⑥岡田翔太郎が中盤中

央からループシュートを決めて先制。そして27分には桃山大がＣＫからＤＦ 30 中嶋

亮が頭で押し込んで追加点を挙げる。試合は終始関西大がボールを保持して攻めるの

だが、桃山大が狙い通り上手く跳ね返し、効率よく点を取る。

後半も同様の展開で試合は進み、62分にはＦＷ⑱須ノ又諭が３点目。直後の64分に

関西大がＦＷ⑰金園英学のゴールで反撃するが焼け石に水。82分には須ノ又からのボー

ルを受けたＦＷ 22 葛城遼が決めて４－１。桃山大が関西選手権王者相手に大勝を飾っ

た。松本監督は「関西大が関西選手権を戦っている間、しっかりと練習できた成果が

出た。須ノ又など今まで出番が少なかった選手の活躍も大きい」と語る。一方、手痛

い敗戦となった関西大・清水孝太主将は「相手の狙い通りの形で点を取られて、勢い

に乗せてしまった。難しい試合になるのは分かっていたが、気負いすぎて固くなって

しまった」と悔やんだ。

（文：京産大アスレチック 谷口 達也）

関西大学 ｖｓ 桃山学院大学

第87回関西学生サッカーリーグ
GAME RESULT 2009年6月13日(土)・14日（日） 第8節

真夏を思わせる日差しの下、試合内容も熱いぶつかり合いとなった。10分

には立命大ＭＦ 33 松田直也が負傷し、ＤＦ⑰雨森理亮が交代出場。そんな

中でも徐々に立命大が流れを掴み始め、34分にＭＦ⑧福本尚純のＣＫを⑩内

田昂輔が頭で決めて先制。

劣勢に立たされた京産大は、後半開始から前線の選手を２人投入し、活性

化を図る。しかし古井裕之監督は「ＦＷの動き出しが悪く、攻撃に移った時

に出しどころが無かった」と悔やむように、ボールを持っても前に出せず、

ＤＦラインで回し続けるシーンが目立つ。一方の立命大は得意のパス回しで

圧倒するが、決定機でパスを選択し、結局シュートを打てずに終わるシーン

が散見されるなど、なかなか追加点を挙げることができない。しかし、よう

やくロスタイムに福本からのパスを受けたＤＦ⑤前野貴徳がミドルシュート

を突き刺し、試合を決定づけた。勝った立命大だが、前野が「ラストパスが

雑だった。もっと早く２点目を取らないと」と反省点を挙げるなど、両チー

ム共に課題の残る試合となった。 （文：京産大アスレチック 谷口 達也）

関西選手権、死闘を制し全国への扉を開いた同大。昨年度の年間王者は前節の京産

大との逆転負けが物語るように、未だ調子が上がらず順位を落としている。

この日、主役となったのは関西選手権３位決定戦での決勝弾を決めた絶好調の同大

エース・ＦＷ⑨角島康介。前半18分、相手ＤＦを交わし、ＧＫの逆を突くゴールで技

術の高さを見せ付けた。さらに10分後にはＣＫをＦＷ 28 辻智人が頭で合わせ、２トッ

プが結果を残す。後半に入ると、同大の猛攻を阪南大ＧＫ①竹重安希彦がセーブでこ

とごとく止め、３点目を許さない。終了間際にはＰＫを獲得し、これを途中交代で入っ

た阪南大ＦＷ⑪木原正和がきっちり決めると意地を見せる。しかし、「精神的に弱い

部分があり、崩れてしまった」(阪南大主将・ＭＦ⑭東浩史)とあるように、阪南大は

粘り強さを見せられなかった。同大はＭＦ⑧荒堀謙次の退場劇など、最後は判定に苦

しめられた場面もあったが追加点を許さず２－１と快勝。ついに首位へ躍り出た。

（文：フリーライター 久住 真穂）

京都産業大学 ｖｓ 立命館大学

阪南大学 ｖｓ 同志社大学

京産大 立命大
0 - 2

■6月14日（日）11：30 kick off

＠西京極総合運動公園補助競技場

◆得点◆

立命大 34分 10 内田 昂輔(8 福本 尚純)

立命大 89分 5 前野 貴徳(8 福本 尚純)

阪南大 同 大
1 - 2

■6月14日（日）14：00 kick off

＠三木総合防災公園陸上競技場

◆得点◆

同 大 18分 9 角島 康介(28 辻 智人)

同 大 28分 28 辻 智人(10 北森 陽介)

阪南大 84分 11 木原 正和


